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・ たかさき産業祭 

～ものとぴあ～ 

暦も師走となり、何かと気ぜわしい

昨今、皆様いかがお過ごしでしょう

か。仕事も忙しいながら、忘年会や新

年の準備などもあり、体調も崩しやす

い時期でもあります。今年は特に、皆

様ご承知の通り新型インフルエンザ

もありますので、ますます体調管理に

油断のならない年の瀬です。 
 
さて、去る 10 月 6 日から行なわれ
た JGASに行ってきました。一昨年開
催された IGASに比べると、規模や機
材の量で、見劣りする感じがしたこと

は否めないと思います。 
見学に行った印象として感じたこ

とがいくつかありました。まず、ハイ

デルベルグさんで印刷機の実機がな

かったこと。同日、ハイデルベルグさ

んの本社で見学会を開いているとい

うのは少し驚きました。 
 
次にオンデマンドの機材が多かっ

たという印象を受けました。私は、初

日に行きましたが、オフセット印刷機

のプレゼンテーションよりも、オンデ

マンド印刷機のプレゼンテーション

のほうが見学する人が多かったよう

に思います。特に、富士フィルムでプ

レゼンしていた、キク半印刷に対応

し、一時間当たり 2,700枚を出力する
インクジェット印刷機（参考出品）に

は多くの見学者が集まっていました。 
 
その他にスペースを取っていたの

は製本機のメーカーでした。オフ輪印

刷機が一台も展示されていないこと

などもあり、オフセット印刷機のスペ

ースは大分狭かったです。 
小さいブースには中古の印刷機の

売買業者や、海外進出への斡旋をする

業者などもあり、IGAS にはなかった
雰囲気を感じました。 

 

 

その中で、私が注目したのは「UD
（ユニバーサルデザイン）書体」です。

モリサワさんのブースで見受けまし

た。以前、このニュースレターでも

UD については触れたことがありま
す。その時はカラーUD に関してでし
た。そんなこともあって、「今度は書

体にもか」と気になったのです。改め

て、UD とは、1.公平な利用、2.利用
における柔軟性、3.単純で直観的な利
用、4.認知できる情報、5.失敗に対す
る寛大さ、6.少ない身体的な努力、7.
接近や利用のためのサイズと空間、と

いった 7 つの原則を満たす、「あらゆ
る人にとって使いやすいデザインで

ある」という考え方です。今回の UD
書体で言えば「あらゆる人にとって読

みやすい字である」ということになる

と思います。 
 
皆さんは、Webや細かい文字などで
「これって「゛」か「゜」か？」とか

「6？8？5？」と目を細めた経験はな
いでしょうか？私は度々あります。手

書きした字などはもっとあって、殴り

書きした文字だと、後で読み返しても

分からないことも。そういったこと

も、UD によって解決されていくので
しょう。カラーUDや UD書体など、
受け取る側へ気遣う姿勢は、これから

も広がっていくと感じました。それ

は、普段の私たちのお客様への接し方

にも深く関わる事なのだと思います。 
（Ｋ） 

 
皆様のご愛顧のお陰で、小紙も 30
号を迎えることが出来ました。今後も

皆様の興味を引けるような紙面づく

りに努めたいと思います。 
今後ともよろしくお願いいたしま

す。 
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お気付きの点や質問、

疑問などありましたら、

ご遠慮なく営業または、

下記までお問合せくだ

さい。 

 

お問合せ 

メールアドレス 

sg-arai-yoshio 

@kamisugiura.co.jp 

 
 
去る１１月７日～８日、高崎問屋街

センターにおいて表題の「たかさき産

業祭～ものとぴあ～」が開催されまし

た。この催しは、以前の工業祭から産

業祭へと名前を変え、広く製造業全般

に門戸を広げて、今回で４回目になり

ます。 
  
実際に出かけてみますと、家族連れ

がとても多く来場しており、かなりの

賑わいでした。子供向けのイベントや

展示が多く設けられていたのが奏功

したのだと思います。    
 
イーケーエレベータ㈱は業務用(人
は乗せない）エレベーターを作る会社

ですが、実際に小さいエレベーターを

持ち込んで、子供たちに操作させて人

気を博していました。近年相次ぐエレ

ベーター事故で官庁の指導も厳しく、

法律も改正されて、安全性をアピール

するのに腐心しているようでした。 
東京電力㈱では、電気コンロを使っ

て野菜炒めを作っていました。 
 
㈱サイトウティーエムでは、産学協

力企業である㈱リアライズコンピュ

ータエンジニアリングと一緒に、一人

乗り小型電気自動車(マイクロＥＶ)を
出展していました。最高速度は 60km/
ｈ以上、航続距離は 80～100ｋｍ、車
体重量は脅威の 150kg。ボディやシャ
ーシにマグネシウム合金等を使って

軽量化された結果のスペックです。参

考出展なので、残念ながら乗ることは

出来ませんでしたが、近未来的なフォ

ルムも目に眩しい、やがて来るかもし

れない電気自動車社会への布石と言

えましょうか。 
 
マクロ㈱は、コンパクトシンクライ

アントの展示を。これはつまりＰＣ本

体の代替品のようなもので、本体 1台
買うより安く小さく、またそれ自体は

記憶装置を持ちません(記録は全てサ
ーバ内に収められる）。もし本体を盗

まれても情報流出の心配がないため、

学校をはじめ、ユーザー数の多いとこ

ろで評価が高まってきているという

ことでした。 
 
㈱モテキではガスを使った家庭用

燃料電池の説明がされていました。燃

料電池それ自体はいまや珍しいもの

ではありませんが、それを家庭用に販

売したというのは世界初だそうです。

政府補助金を使ってもまだまだ設備

費用はかかるのが現状ですが、数年の

うちには手の届く価格まで下げるこ

とを目標にしています。 
 
以前小紙で紹介したフォトバタフ

ライもありました。卓上カレンダーや

写真立て、ＰＯＰなどに幅広く使える

商材なので、ぜひ今一度のご注目をお

願いしたいと思います。 
 
ほかにも薪ストーブ、靴、産業用焼

却炉、ラリーカー、健康食品、乗用車、

畳、弁当、デジカメプリント、荷札な

どなど・・・。 
 
こうして見てみますと、軽工業から

重工業まで実に様々な展示がされて

いたのがお分かりになるかと思いま

す。不況と言われて久しいですが、そ

の中で様々な会社が知恵を絞って商

品を作り出し、産業を盛り上げようと

しているのが良く分かりました。 
個人的には、ご近所の会社が、何を

やっている会社なのか知ることが出

来たのも収穫でした。 
（Ａ） 

 



 


